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平成２８年３月 全国百貨店売上高概況 

平成２８年４月１９日 

Ⅰ．概 況  

 

１．売上高総額        ５，２７７億円余 

２．前年同月比     －２.９％（店舗数調整後／２か月ぶりマイナス） 

３．調査対象百貨店   ８２社 ２３７店 （平成２８年２月対比±０店） 

４．総店舗面積     ５,９７６,７２３㎡ （前年同月比：－１.３％） 

５．総従業員数     ７５,４０９人 （前年同月比：－２.７％） 

６．３か月移動平均値   8-10 月 ２.９％、9-11 月 ０.９％ 、10-12 月 ０.３％、 

（店舗数調整後）   11-1 月 －１.４％、12-2 月 －０.５％ 、1-3 月 －１.６％      

 

  ［参考］平成 27 年 3 月の売上高増減率は－１９.７％（店舗数調整後） 

 

【特 徴】 

３月は降水量が少なかったものの全国的に気候変動が激しく、特に中旬以降、気温の低い

時期があったことから春物衣料の動きが鈍かった。また、急激な円高や株価の低迷などを要

因とする消費マインドの冷え込みもあり２.９％減と２か月ぶりのマイナスとなった。 

地区別では、ほぼすべての地区で前年を割り込み、昨年４月からプラスが続いていた東京

も１年ぶりで前年割れするなど、１０都市計も１.７％減に終わった。 

商品別では主要５品目のうち、雑貨が２.６％増で１２か月連続のプラスとなったほか、食

料品も微減に留まる健闘を見せたが、気候条件などから低迷した衣料品や身のまわり品のほ

か、家庭用品の落ち込みを挽回するまでには至らなかった。 

細分類では、好調の続く化粧品が全１８地区中１６地区で前年を上回り１３.０％増と１２

か月連続で増勢を保った。また、ホワイトデー商戦の活況を受けた菓子も０.５％増と４か月

連続の前年を確保。 

     訪日外国人動向は好調を維持し、売上高１３.２％増（約１５７億円）、購買客数３１.０％増（約

２３万人）とそれぞれ３８か月連続プラス。一般物品売上が前年を下回ったものの、消耗品売上

の伸びがこれをカバーするなど、購買品目の拡がりも含め消費スタイルに変化が窺える。 

 

【要 因】 

    (1) 天 候 ： 気象庁発表「３月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇日本の東海上で高気圧が強く、南から暖かい空気が流れ込みやすかったため、月平均気温は、東･西日本ではか

なり高かった。また、全国的に上旬と中旬の後半は暖かい空気に覆われ高温となった一方、中旬前半と下旬に大

陸からの寒気が流れ込んだ影響で気温の低い時期があったため、気温の変動が大きかった。 

(2) 営業日数増減    ３０．９日（前年同月比  ±０日） 

   (3) 土･日･祝日の合計     ９日（    〃      ±０日） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１３８店舗） 

     ①増加した：２６店、②変化なし：３４店、③減少した：７８店 

  (5) ３月歳時記（ひな祭り、ホワイトデー、卒業･入学、新生活）の売上（同上／有効回答数１０３店舗） 

     ①増加した：８店、②変化なし：７０店、③減少した：２５店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 527 ,746 ,926 100 .0 -2 .9 (  -3 .0 )

10都市 355 ,887 ,598 67 .4 -1 .7

札幌 13,504,913 2.6 -2.9

仙台 7,355,699 1.4 -2.0

東京 141,778,628 26.9 -1.1

横浜 30,811,380 5.8 -3.0

名古屋 34,395,286 6.5 -2.2

京都 21,940,687 4.2 2.1

大阪 64,391,838 12.2 -2.2

神戸 13,394,444 2.5 -5.7

広島 10,797,046 2.0 -3.7

福岡 17,517,677 3.3 -1.2

10都市以外の地区 171 ,859 ,328 32 .6 -5 .1 (  -5 .6 )

北海道 2,991,472 0.6 -2.3

東北 9,445,873 1.8 -0.8

関東 78,947,113 15.0 -6.8 (  -7.8)

中部 12,443,131 2.4 -5.4

近畿 22,164,474 4.2 -4.5

中国 11,758,973 2.2 -1.4

四国 8,776,086 1.7 -4.4

九州 25,332,206 4.8 -3.8

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 527 ,746 ,926 100 .0 -2 .9 (  -3 .0 )

紳士服・洋品 33,912,266 6.4 -5.8 (  -6.0)

婦人服・洋品 110,412,453 20.9 -8.3 (  -8.5)

子供服・洋品 22,285,703 4.2 -1.7 (  -1.8)

その他衣料品 12,164,891 2.3 -2.7 (  -3.0)

衣　　料　　品 178 ,775 ,313 33 .9 -6 .7 (  -6 .9 )

身のまわり品 68 ,004 ,721 12 .9 -4 .9 (  -5 .0 )

化粧品 40,432,252 7.7 13.0 (  12.8)

美術・宝飾・貴金属 29,383,664 5.6 -4.3 (  -4.3)

その他雑貨 20,837,376 3.9 -4.9 (  -5.3)

雑　　　　　　貨 90 ,653 ,292 17 .2 2 .6 (  2 .4 )

家　　具 6,947,255 1.3 -8.9 (  -9.0)

家　　電 1,646,430 0.3 10.7 (  10.7)

その他家庭用品 17,443,409 3.3 1.1 (  0.8)

家　庭　　用　品 26 ,037 ,094 4 .9 -1 .3 (  -1 .4 )

生　鮮　食　品 24,316,847 4.6 -3.2 (  -3.4)

　菓　　子　 45,561,510 8.6 0.5 (  0.3)

　惣　　菜　 28,367,036 5.4 0.0 (  -0.1)

その他食料品 34,762,356 6.6 0.0 (  -0.3)

食　　　料　　　品 133 ,007 ,749 25 .2 -0 .4 (  -0 .6 )

食　堂　　喫　茶 14 ,020 ,542 2 .7 -4 .5 (  -4 .8 )

サ　ー　　ビ　ス 5 ,916 ,477 1 .1 -5 .1 (  -5 .5 )

そ　　の　　他 11 ,331 ,738 2 .1 4 .6 (  4 .5 )

商　　　品　　　券 13 ,040 ,105 2 .5 -7 .5 (  -7 .6 )

第１表　　地区別売上高
※店舗数調整後　（　）が調整前

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

全国百貨店　売上高速報 2016年03月

対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)
※
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Ⅱ．地区別の動き  

 

   １.１０都市売上動向        －１.７％（２か月ぶりマイナス） 

   ２.１０都市以外の地区売上動向   －５.１％（店舗数調整後／５か月連続マイナス） 

 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市 －１.７ －１.２ ２か月ぶりマイナス 

札 幌 －２.９ －０.１ ２か月連続マイナス                                                                         

仙 台 －２.０ ０.０ ４か月ぶりマイナス 

東 京 －１.１ －０.３ １２か月ぶりマイナス 

横 浜 －３.０ －０.２ ３か月連続マイナス 

名古屋 －２.２ －０.１ ３か月連続マイナス 

京 都 ２.１ ０.１ ８か月連続プラス 

大 阪 －２.２ －０.３ ３か月連続マイナス 

神 戸 －５.７ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

広 島 －３.７ －０.１ ５か月連続マイナス 

福 岡 －１.２ ０.０ ２か月ぶりマイナス 

10 都市以外の地区 －５.１ －１.７ ５か月連続マイナス 

北海道 －２.３ ０.０ １１か月連続マイナス＊ 

東 北 －０.８ ０.０ ５か月連続マイナス＊ 

関 東 －６.８ －１.１ １０か月連続マイナス 

中 部 －５.４ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

近 畿 －４.５ －０.２ ５か月連続マイナス 

中 国 －１.４ ０.０ ３か月連続マイナス＊ 

四 国 －４.４ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

九 州 －３.８ －０.２ ２か月ぶりマイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

  主要５品目では、雑貨が１２か月連続のプラスとなった。また、衣料品が５か月連続、家 

庭用品が３か月連続、身のまわり品と食料品が４か月ぶりのマイナスとなった。その他の 

品目は、化粧品が１２か月連続、菓子が４か月連続、惣菜が２か月連続、家電、その他家 

庭用品が２か月ぶりのプラスとなった。 

 

 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －２.９ ― ２か月ぶりマイナス 

紳士服・洋品 －５.８ －０.４ ５か月連続マイナス 

婦人服・洋品 －８.３ －１.８ ５か月連続マイナス 

子供服・洋品 －１.７ －０.１ ５か月連続マイナス 

その他衣料品 －２.７ －０.１ ５か月連続マイナス 

衣料品 －６.７ －２.４ ５か月連続マイナス 

身のまわり品 －４.９ －０.６ ４か月ぶりマイナス 

化粧品 １３.０ ０.９ １２か月連続プラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 －４.３ －０.２ ２か月ぶりマイナス＊ 

その他雑貨 －４.９ －０.２ ３か月連続マイナス＊ 

雑貨 ２.６ ０.４ １２か月連続プラス 

家具 －８.９ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

家電 １０.７ ０.０ ２か月ぶりプラス 

その他家庭用品 １.１ ０.０ ２か月ぶりプラス 

家庭用品 －１.３ －０.１ ３か月連続マイナス 

生鮮食品 －３.２ －０.１ ２４か月連続マイナス＊ 

菓子 ０.５ ０.０ ４か月連続プラス＊ 

惣菜 ＋０.０ ０.０ ２か月連続プラス＊ 

その他食料品 －０.０ ０.０ ３か月ぶりマイナス＊ 

食料品 －０.４ －０.１ ４か月ぶりマイナス 

食堂喫茶 －４.５ －０.１ ５か月連続マイナス 

サービス －５.１ －０.１ ９か月連続マイナス 

その他 ４.６ ０.１ ２か月連続プラス 

商品券 －７.５ －０.２ ６１か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に  

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

お 問 い 合 わ せ は 、 日 本 百 貨 店 協 会  森 ・ 関  ま で 

    TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

http://www.depart.or.jp/

